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生
を
方
向
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な
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所
ケ
!
ス
会
織
を
し
て
い
ま
す
・
ベ
ス
一
は
保
護
撃
を
あ
り
、
暴
力
重
一
層
婦
人
年
で
女
性
豊
向
上
の
た
戸
読
者
の
皆
様
に
は
日
々
お
健
や
か
に
お
過
し
の
事
と
お
喜
び
致
し
ま
す
。
叫

ト
と
は
い
え
な
い
が
ベ
タ
ー
だ
と
忠
二
か
ら
逃
げ
る
に
は
絶
好
の
場
所
と
号
一
め
に
、
あ
れ
ほ
ど
広
が
っ
た
道
義
一
一
当
全
国
婦
人
新
聞
が
関
西
で
第
一
号
を
発
行
し
ま
し
て
か
ら
来
年
で
、
満
一
一
一
一

て
U
取
は
乙
と
た
、
さ
ま
J

重

一

日

ぐ

れ

駄

目

け

開

問

一

民

松

山

設

計

町

一

一

十

周

年

を

迎

え

ま

す

。

つ

き

ま

し

て

は

、

と

れ

を

記

念

す

る

た

め

、

今

年

ま

な
ケ
1
ス

童

L
て

一

理

Bし
、
や
っ
と
見
つ
け
た
就
職
一
の
両
人
団
体
の
人
々
が
望
ん
で
い
た
一
一
一
回
目
の
料
理
実
習
構
習
会
を
次
の
要
綱
で
開
く
事
に
致
し
ま
し
た
の
で
、
一

「
こ
の
施
設
婦
人
寝
が
、
女
性
一
憲
百
で

m
g
Zい
う
人
も
い
一
」
と
い
う
結
論
は
、
乙
の
辺
の
と
一
一
色
寸
暇
を
割
か
れ
楽
し
い
実
習
に
と
参
加
の
程
を
お
奨
め
申
よ
げ
ま
す
酬

の
自
立
面
を
願
っ
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
一
ま
す
ね
」
と
笹
問
所
長
は
た
め
思
を
つ
-
こ
ろ
に
あ
D
そ

う

だ

。

一

員

長

の

利

用

量
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露

輯

豊

島

露

霞

遺

棄

豊

富

蕗

豊

富

雪

量

喜

一

昨
日
日
一
一
日
町
長
官
憲
一
子
供
の
心
に
も
傷
が
?
一
瞬
鵬
榊
撞
醤
露
露
盤
露
…

の
入

霊

長

草

壁

ち

て

い

る

一

原

れ

山

山

時

バ

崎

町

長

追

わ

れ

る

毎

日

の

職

員

一

一

圏

覇

韓

関

盤

器

韓

議

露

癒

罷

襲

警

H

女
性
の
な
か
に
語
気
で
は
な
い
か
ら
一
空
て
い
る
と
い
う
公
的
な
長
b
一

・

一

入

院

は

さ

ま

れ

ず

、

と

い

っ

て

放

っ

一

一

婦

人

相

談

セ

ン

タ

ー

を

tて
、
一
か
な
い
の
に
暴
力
だ
け
は
ず
る
ん
だ
.
一
叫

て
償
〈
わ
け
ず
に
も
い
か
な
い
女
性
が
一
生
活
困
警
の
救
済
が
優
先
に
な
る
。
一
原
則
号
室
一
一
週
間
の
霊
長
(
平
一
そ
ん
な
の
人
聞
の
ク
ズ
だ
ね
、
ォ
パ
サ
一
~
日
時
六
章
一
日
マ
午
前
十
時
半
t
士
一
時

B

和

皇

子

…

一
つ
ま
D
自

立

以

前

の

問

題

が

多

い

。

ま

一

一

一

μ

申
込
方
法
新
宿
区
西
新
宿
一
一
一
1
七
1
一一八

灰
福
祉
事
察
官
依
制
さ
れ
て
入
所
一
た
離
婚
問
題
で
行
者
坊
の
な
い
喜
ゼ
一
均
九
日
間
〉
の
な
か
で
、
そ
の
母
子
の
一
ン
と
言
う
ん
で
す
ね
」
一
…
マ
午
後
一
時
S
四

時

金

属

人

新

聞

社

建

築

山

し

:

一

量

的

に

ま

ぞ

い

る

ま

、

ま

3
2
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Z・
一

父

親

重

量

Eて
み

て

き

た

一

…

場

所

喜

宣

言

彼
女
た
在
価
値
判
断
益

3
え

一

ず

自

分

塁

手

る

こ

と

を

智

一

宣

言

宗

婦

人

露

呈

誌

、

乙

ζ
で

は

、

そ

の

父

親

と

雌

れ

一

一

豪

ガ

ス

E一
階
襲
撃
(
差
た
で
も
と
気
軽
に
申
し
込
み
下
さ
い
)

集

団

室

長

け

と

め

な

い

。

講

っ

一

る

。

一

日

間

訪

れ

一

軒

以

軒

下

一

ス

ク

ス

ク

と

閥

た

く

な

く

生

活

し

て

い

一

…
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季

節

向

雪

量

全

国

購

入

新

聞

社

一

た
り
管
込
ん
だ
り
、
そ
の
う
ち
フ
ラ
一
そ
し
て
も
三
つ
|
男
と
の
問
題
一
帰
喝
さ
せ
る
ハ
一
八
・

o
gそ
し
て
一
る
が
、
果
し
て
、
そ
の
子
供
の
将
来
に
一

p
s
z

-41て
い
っ
て
音
沙
汰
な
し
に
一
を
触
れ
て
、
女
営
宮
島
幸
問
一
警
官
に

d
T就
職

を

o一
と
っ
て
、
害
事
な
の
か
不
安
も
安
否
務
に
な
る
。
か
な
り
厳
し
い
仕
事
だ
一
し
て
開
港
し
た
の
は
脳
型
六
年
五
月
一

λ
リ
ま
育
母
の
日
を
前
に

オ
ー
プ
ン
ま
で
は
、
そ
ん
な
施
設
を
一
と
笹
展
望
壊
〈
。
と
く
に
二
ぐ
な
っ
た
。
も
と
も
と
婦
人
寝
室
一
義
内
容
は
そ
れ
ば
も
で
な
い
。
区
一
な
る
一
さ
ん
に
隠
っ
て
も
ら

2

一

Zっ
て

い

た

が

・

一

る

と

い

う

。

一

が

。

一

二

十

日

。

日

の

出

、

善

、

2
4
2ニ
帳
一
総
理
府
が
ま
と
め
た

4

作
れ
ば
女
が
甘
え
る
|
与
、
長
一
年
目
は
、
畏
い
聞
き
暴
力
に
耐
え
て
一
塁
も
暴
力
事
主
か
ら
、
母
子
で
一
の
事
景
色
、
生
活
問
竺
「
売
か
ら
老
人
ま
で
、

5さ
て
自
需
主
母
親
が
意
外
に
多
一
肉
哲
問
題
は
当
然
、
子
供
に
も
大
一
前
回
、
乙
の
相
談
セ

ン

干

に

十

五

一

「

い

定

着

号

、

夫

婦

問

一

員

』

あ

た

が

、

本

語

審

二

利

一

S
Hに
よ
る
と
、
母

も
誌
な
い
M

夫
姉
ゲ
ン
カ
に
ど

E
一
主
義
、
や
っ
と
警
の
場
者
一
自
立
の
道
多
む
た
め
に
員
三
家
出
あ
る
い
は
売
春
防
止
の
去
の
保
一
ま

5
3
5
3いま
一
〈
入
で
て
喜
す
。
夫
が
自
分
量
一
き
一
号
る
。
一
言
は
主
連
れ
て
も
宗
入
で
た
。
な
か
に
は
六
一
警
も
家
裁
ま
で
い
〈
前
に
問
題
解
決
一
立

つ

は
ニ

d
一

2の
つ
く
女
性
は
、

て
、
救
済
場
所
が
必
壊
な
の
だ

l
主
て
逃
げ
て
き
た

Eに
、
そ
の
ケ
ガ
も
す
ェ
イ
ト
柔
め
て
い
た
。
一
撃
精
白
さ
れ
た
り
。
保
護
閃
に
一
す
の
で
気
は
抜
け
ま
せ
ん
@
芝
賢
一
見
に
同
調
し
な
け
れ
ば
夫
惑
い
!
?
、
取
る
も
の
も
雪
ず
、
一
刻
喜
一
人
の
毒
づ
れ
の
母
親
も
い
た
と
い
一
で
き
る
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
で

t、
一
戦
後
の
こ
と
。
特
に
コ
ン
テ
ナ
タ
l
三

一
火
一
全
国
で
一
一
一
千
豆
ハ
十
九
万

長
側
の
よ
い

?
2
3一
ひ
き
、
語
以
上
の

5
5一だ
が
、

ζ
の
知
人
相
談
セ
ン
干
の
一
実
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ず
、
本
人
-
個
人
的
な
考
え
方
で
、
一
人
の
人
聞
の

τい
妥
位
。
子
供

3ま
ん
で
す
感
じ
で
か

2
3
3多
一

ぅ

。

一

で

も

い

ま

は

、

5
2
2
2
3
2しい
。
旦
一
婦
一
人
い
ま
す
。
十
五
歳
以
上

を
混
じ
て
要
号
に
箔
9

回

れ

て

い

一

し

た

。

一

割

繭

翠
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関

親

譲

ぷ
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~
;
M
l
j叩山由
J
jd町
一可
制
関
関
一
家
庭
を
泥
沼
化
さ
せ
て
い
ま
す
@
夫
も
一
か
つ
あ
、
い
ま
は
震
み
や
票
み
一
定
員
三
十
名
の
「
か
け
込
み
き
に
一
か
な
か
柔
つ
か
ず
で
ね
」
一
の
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
、

大

主

主

主

一
に
に
の
女
性
の
七
0
・
八
%
に

た

。

て

と

に

か

く

待

望

ケ

客

室

b
醸

盤

機

麟

閣

議

…

…

蜘

二

十

紘

一

J
一
一
欝
一
男
し
て
い
る
の
で
事
と
れ
一
な
ま
の
学
校
の
乙
と
?
、
一
宮
四
十
一
名
。
一
一
十
四
時
間
業
務
の
一
都
婦
人

5
2
1三一
一
頭
の
君
、
世
界
の
コ
ン
ア
ナ

i
i母と
い

う

警

察

と
こ
ろ
が
マ
プ
と
た
と
た
ん
、
一
ま
せ
ん
か
ら
、
警
察
ど

雄
婚
問
題
を
か
か
え
た
女
性
。
と
〈
に
夫
の
暴
力
に
耐
え
か
ね
た
婆
が
、
緊
急
に
避
鍛
で
き
、
せ
め
て
自
立
で
き
る
ま
で
の
施
設
が
欲
し
い
ー
ー
と
い
う

婦
人
団
体
の
強
い
要
望
て
オ
ー
プ
ン
し
た
都
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
の
「
か
け
、
ら
を
さ
が
ζ

の
四
月
で
三
年
同
を
迎
え
た
。
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
れ
な
か
っ

た
亭
主
暴
力
の
実
情
も
明
か
に
な
D
、
対
策
も
立
て
ら
れ
た
成
果
は
手
と
た
え
が
あ
っ
た
。
反
面
、
女
性
の
自
校
の
む
づ
か
し
さ
、
そ
れ
が
ま
た
H

女
の
身

勝
手
e
に
起
因
す
る
々
;
ス
の
多
い
乙
と
な
pvも
仕
事
の
申
で
浮
彫
huに
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
悩
み
は
尽
蚤
涯
い
同
セ
ン
タ
ー
の
門
を
た
た
い
て
み
た
。

無
惨
ノ
.
下
』
の
暴
力
亭
主

時
に
女
性
の
身
勝
手
も
痛
感

ーー一--'色

堂
に
母
子

一
千
人

子
の
率
直
な

か
意
見
4

に
爆
笑

去
る
五
月
十
一
一
一
日
ハ
臼
)
、
東
京
・

日
出
谷
公
会
蛍
で
、
第
三
十
一
回
東
京

都
母
の
日
十
八
A

罰
関
か
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
京
都
と
、
母
の
日

東
京
都
協
曲
師
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で

乙
れ
に
は
東
京
都
社
会
福
祉
協
強
会
、

東
京
都
社
会
母
子
福
祉
協
滋
会
、
東
京

都
同
胞
援
機
会
、
東
京
都
民
生
愛
関
連

合
会
、
東
京
都
母
子
保
機
連
盟
、
婦
人

写
真
②
は
に
ぎ
わ
っ
た
会
揚
一

〈
中
央
は
あ
い
さ
つ
の
鈴
木
都
知
一

一
事
〉
と
子
供
た
ち
か
ら
花
束
を
贈
一

一
ら
れ
る
お
母
さ
ん
た
ち
。
③
は
一

一
w
お
母
さ
ん
あ
り
が
主
つ
M

の
作
一

一
文
期
限
の
一
コ
マ
、
母
の
日
妻
宗
一

…
都
協
機
会
の
今
川
餐
員
畏

鈴
木
知
事
は
「
都
民
一
人
一
人
を
助

け
る
都
政
と
社
会
福
祉
の
よ
D
一
層
の

充
実
を
図
h
u
た
い
」
と
こ
れ
か
b
の
新

都
政
へ
の
窓
興
会
宅
垣
間
見
せ
た
。

母
の
日
は
、
一
九
O
七
年
(
明
治
四

O
年
〉
、
ア
メ
リ
刀
の
片
田
舎
で
そ
の

一
生
を
、
そ
の
町
の
子
p
v巳
た
ち
の
た

め
に
つ
く
し
た
母
親
の
迫
僚
会
に
、
そ

の
娘
が
カ
l
永
1
シ
ョ
ン
伊
禄
げ
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
大
正
十
四
年
、
基
密
教

婦
人
矯
風
会
が
東
京
都
内
の
キ
リ
ス
ト

教
会
に
呼
び
か
げ
た
の
が
皮
切
D
と
な

り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

母
の
日
東
京
都
協
議
会
は
、
昭
和
二

十
四
年
、
母
子
福
祉
団
体
や
協
償
団
体

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
母
子
性
格
の
お

生
語
文
化
協
会
の
六
団
体
が
所
腐
し
て

い
る
。岡
田
、
会
場
に
は
、
千
人
近
〈
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

第
一
部
は
母
と
子
の
広
場
。
東
京
減

北
少
年
少
女
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
の
あ

と
、
一
般
か
ら
の
母
子
を
呼
ん
で
の
お

は
な
し
の
広
場
で
は
、
お
母
さ
ん
側
と

子
P
F
B
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
交

換
。
お
母
さ
ん
が
「
ハ
イ
ジ
」
や
「
キ

ャ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
を
其
剣
に

見
て
い
る
と
い
う
思
わ
ぬ
発
言
に
場
内

は
大
爆
笑
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
て
楽
し

い
ふ
ん
い
気
。

こ
れ
に
続
き
、
母
の
日
東
京
都
協
議

会
の
今
川
ア
ヤ
ヨ
安
員
長
鈴
木
俊
一
新

都
知
事
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

ュア
U
〈
野
鳥
の
型
地
)
は
北
海
道
苫

小
牧
に
あ
る
ク
ト
ナ
イ
湖
に
決
定
し
た

が
、
初
日
の
十
日
に
は
、
「
目
本
野
鳥

史
嘉
}
号
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
控
室
式

典
」
も
催
さ
れ
、
中
西
信
盤
会
長
の
決

定
宣
言
を
は
じ
め
、
苫
小
牧
市
畏
、
北

海
道
知
恵
、
自
然
保
健
協
会
々
長
、
環

境
庁
長
官
か
b
の
祝
電
な
ど
を
敏
震
。

「ζ
の
第
一
号
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は

会
員
会
部
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
も
の

.
」
と
い
う
中
西
会
長
の
乙
と
ば
に
、

会
場
は
し
ん
み
hu.
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
J

の
予
定
構
図
の
除
幕
に
は
思
わ
ず
抱
記
す

が
わ
い
た
。

「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は
、
首
都
圏

に
な
〈
て
は
い
け
ま
ぜ
ん
。
そ
の
点
ワ

ト
ナ
イ
朔
は
羽
田
宮
寝
不
ら
一
時
間
ち

去
る
五
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、

ょ
っ
と
で
す
か
ら
、
首
都
圏
で
す
ね
」

(
財
)
日
本
野
鳥
の
会
(
東
京
・
決

の
司
ム
否
札
、
全
員
大
爆
笑
の
場
開
も
見

谷
)
の
主
催
に
告
パ
!
?
ク
ィ
I

ら
れ
、
周
h
M
野
鳥
保
僚
に
励
む
仲
間
の

ク
展
が
、
東
京
・
銀
座
の
ソ
ニ
l
ピ
ル

連
帯
感
が
強
〈
感
h
y
回
れ
た
。

七
階
の
ソ
ニ
ー
サ
ロ
ン
で
開
か
れ
た
・

既
報
の
と
お
hu、
第
-
号
骨
J
V
J

ク
チ

斗

は
Hν
め
て
見
た
。
と
い
っ
て
も
教
材
キ
レ
を
は
が
し
て
や
る
の
だ
。
や
が

干
に
採
用
し
た
斎
藤
隆
介
や
松
谷
み
よ
て
年
賀
に
困
っ
た
あ
げ
く
、
江
戸
将

年
子
と
い
っ
た
人
び
と
は
も
う
鈴
々
軍
家
に
庖
訴
し
た
父
井
町
白
ど
も
長
松

の
窓
殴
一
も
少
レ
づ
っ
変
化
し
て
来
た
た
る
作
家
で
あ
る
・

0
存
じ
の
方
も
一
家
は
幼
い
ワ
メ
に
い
た
る
ま
で
刑
ま
っ
た
。
そ
し
ず
さ
の
ま
ま
泣
い
て
そ
の
括
を
あ
る
友
に
し
た
ら
、
チ
…
…

き
だ
。
っ
君
原
何
で
も
社
会
あ
る
と
思
品
斎
藤
隆
介
に
「
ベ
ロ
婦
の
跨
と
消
え
る
が
、
そ
の
と
柔
し
ま
読
み
切
れ
な
か
っ
た
。

B
組
ヨ
ン
マ
の
死
の
場
面
で
や
は
り
そ
の

一一

患
の
た
め
に
と
、
が

t
zな
出
し
チ
ョ
ン
マ
」
と
い
う
創
作
民
話
つ
か
な
が
る
ワ
メ
に
向
か
っ
て
震
で
も
同

2
8で
聞
を
学
生
は
友
人
も
目
頭
を
あ
っ
く
し
た
。
共
に
肉

情
熱
帯
ι
傾
け
る
と
い
っ
た
学

tm減
が

あ

る

・

主

人

公

は

長

松

。

な

ま

つ

は

叫

ぶ

。

泣

い

た

。

こ

の

十

年

、

住

民

運

動

を

続

け

て

、

一

一

h

q
乙
H
ド
ん
ま
で
チ
ヨ
シ
マ
と
い
?
?
ニ
オ
の
男
の
「
ク
メ
l
v
・
お
っ
か
な
く
ね
え
七
年
の
聞
に
、
私
は
は
じ
め
て
学
今
、

ζ
乙
に
至
っ

Zれ
が
何
玄
泊

一
主
一
一

n
t盗
塁

h

H
/

j
1
i
i
i
3
3
3
1
!

っ
た
か
を
筒
い
は
品
て
い
る
人
の
…
…

↑
F
れ
れ
語
、
¥
問
ベ
ロ
出
し
チ
ヨ
ン
マ
駐
在
肝
心
万
一

Z
一

-
C
W
か
ア
ク
セ
す

一、

i

J明
暗

-P
J
F

争

5・
そ
れ
は
な
に

L
E
こ

が
ヲ
副
司

12と冨
妥

r
FV
H
と
の
感
動
を
大
切
二

3
5と私
は
思

う

。

と

伊

夕

、

え

る

な

宮

-
da
g曹
司

¥

呼

:
t
t
も
そ
れ
は
自
量
牲
の
走
立
っ
た
一
一

凋
1

4、
そ

の

分

だ

け

j
i
t
-
-
¥

Ei--33333iZEE-

事
ぶ
や
き
さ
と
も
い
う
べ
き
沼

感
動
す
る
こ
と
子
。

C
し
い
父
母
の
代
り
に
=
一
つ
の
ぞ
ォ
。
見
ろ
、
ァ
ン
ち
宇
ん
の
さ
フ

tmmみ
な
が
ら
泣
き
、
絶
句
す
る
も
の
だ
。
そ
の
や
書
じ
さ
の
あ
る
隈
…
…

…
も
な
〈
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
容
替
メ
の
圭
す
を
す
る
の
だ
が
、

1
/
」

の

に

出

く

わ

し

、

少

な

か

ら

毒

狽

P
、
人
程
富
島
れ
る
。
い
く
一
一

問
診
レ
〈
泣
〈
時
を
持
っ
た
。
や
は
D
う
み
で
ベ
ッ
ト
リ
く
っ
つ
い
て
い
る
チ
ョ
ン
マ
は
乙
の
と
き
、
カ
タ
ッ
し
、
そ
し
て
学
生
L

お4
も
も
っ
と
感
人
か
の
「
ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ
」
あ
…
…

仰
を
毒
素
っ
た
と
、
そ
の
乙
と
そ
の
婚
や
け
の
ほ
う
た
い
を
取
る
の
と
眉
言
下
げ
ベ
ロ
を
出
し
て
や
っ
動
し
た
。
青
春
は
し
ら
け
て
い
る
の
る
が
ゆ
え
に
、
在
今
日

E
t
一一

杭
に
と
れ
ま
た
感
動
し
て
い
る
・
に
、
眉
毛
を
八
の
字
に
下
げ
て
ペ
ロ
た
。
そ
れ
を
見
て
「
竹
矢
来
の
外
の
で
は
な
い
。
し
ら
け
ざ
る
を
得
な
く
て
生
き
て
い
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
…
…

明
言
月
、
例
年
な
ら
量
蓬
も

v
と
ベ
ロ
置
し
て
や
る
。
す
る
と
村
人
減
泣
き
な
が
阜
式
っ
た
・
笑
い
な
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
教
材
も
い
。
品

川

小

川

否

定

a
b入
る

の

誤

審

セ

A
Z
m震
の
そ
の
顔
な
が

b泣
い
た
。
震
は
ベ
ロ
話
教
育
も
そ
の
責
任
。
大
半
は
教
え
る
(
東
京
都
足
立
高
毒
草
d

属
一
一
，. 

ゆ
今
年
は
反
対
に
新
し
い
と
こ
を
の
お
か
し
さ
に
笑
い
出

Z
乙

ろ

で

し

た

ま

ま

に

襲

か

れ

て

死

ん

だ

」

慰

霊

と

情

熱

に

な

る

。

師

)

一

一

ンクチュアリ

ドウィーク展

第 1号の発表も
/"¥回一

サ

、息子の結婚式のお祝い金なのですが、ーと寄付を申出る人もいて

~三和銀行

その日から満期日までの期間に応じて

計算されま丸

期間が長りれば、それだけ

高い刺率が適用されるわ仇

積立は、金額よりも筏気なのですユ

.お預入れの際lま利息lこ税金のかからない

⑧マノレユウのお申込みもお忘れなし

ろそ 、、ナろ、ボーナス。

4"ド半ぷりの利率引上l九

と(1こ、定期預金Hl1立預金は
年0.75%もの大幅アッフ。ですユ

こんEのボーナスからでも

じようずに生かしか、ものですユ

積立預金のお利息は

毎回のお預入れごとに
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主
婦
や

O
L
も

二
百
カ
イ
立
時
代
に
入
b
、
柏
田
・
沖
合
融
業
白
見
山
臨
し
が
叫
ば
れ

て
い
る
.
マ
グ
ロ
基
地
・
神
摂
川
県
三
楠
市
三
崎
開
地
で
も
-h
降
拙
を

+
宮
る
置
洋
品
町
議
を
楠
告
も
り
と
し
て
、
サ
パ
・
イ
ワ
V
な
ど
白
多
唖

性
大
衆
聞
の
国
軍
に
刀
を
入
れ
て
水
揚
げ
や
延
ば
し
て
い
る
が
、
網
開

と
は
h
〆
恒
は
ら
に
、
間
費
拡
大
が
い
ま
一
書
と
ふ
る
わ
な
い
.
量
生
活

聞かれた東大

公開自主m座

白
臣
化
ゃ
い
ち
じ
る
し
い
間
賞
者
白
曲
離
れ
で
、
己
目
ま
ま
で
は
，
費

問
肯
定
H

で
生
暗
殺
や
お
び
や
か
さ
れ
る
と
、
地
J
E
ニ
開
地
以
酔
協
掃
人

部
(
高
層
晃
代
部
畏
・
九
聞
人
部
、
会
両
千
百
ス
)
削
サ
パ
白
間
買
広

大
に
軍
り
出
し
た
.
各
地
白
梢
費
者
団
悼
と
の
居
合
い
、
サ
パ
相
理
油

田
舎
、
町
眼
交
問
と
刷
広
い
H

魚
世
普
及
活
動
'
に
酷
市
だ
.

揖..島水産眠験場で聞かれた梢園者団体との居合い

上手に使づ℃おい以食ぺょう。。

(.2) 

食品i三て主る1:11小分けtこして乾飯したり

般化したりしなも・ょう空択を紘もて寄付

するこ tがホームフ"ージングのコツ.

サランラップ11ピッタ~~.fr4 新鮮さ~

長聞にわた

勺て守 9ま

す.

水分(~I，I世!(~密

性にす守れtサラン

ラフプ・ fl~や畢

物の大切な智~H

ゐずみずしさぞし勺かり守9ます.

冷蔵I~の中で肉や般の史L が移るのら

防~迭す.

νンジ料理でも

サランラ γプは大丈夫.耐~i:穫は. 
140'C.水分を

にがさず寄り

そ f~ t，..釘"L

U臥~g かし

ます.

• 
サラνラフプはおいしきを守るとtもに.

見た目の置しき色摘出します.お弁当

やおやつにもピッタリ.清潔τ.梨Lい
おいL~~とお象ヲ車します. ，そのほかアイ
デアを生かしてむ機Lみ〈ださい.

ザ号'i;;'号r..，ZO

J¥ 

の
執
念

学
び

〈日咽巳〉

安
く
て
新
鮮
を

P
R

昭和54皐 5月 208

深
刻
だ
っ
た
主
婦
の
魚
離
れ

MMJ
 

臣賞イ仁問主・
おいし之官かもち.

察
機
省つE保っと
あνしぐ調rt.

いいラッス。いいくらし

連竪

J十すdl苛しZを
し、。、つづっJ十まな

一一一

あにさつ。プソドイァ子
衆しし、わ弁当に.

ガツチ')/
鮮患にがさ広い.

報

水分にがè.~.
パワ1~7しうす.

電子レンジクッキング.

耐勲牲のいい

ラップを選びましよう.

ラップを使って

楽しい

ホムフυージング.

アイデ戸生かして

難しくおいしく

食べましょう.

冷蔵庫ガ太型化.

上手!こ買って

」二手に保奇.

「パラエテ 4に富んだ料理を』と置車アイ子さん〈左)
と f曹温があれほどζでも間習ICJと石濁日智子さ九

安調t/O、掬ri'J!.胃

ていま寸二その意味で石油の備蓄は‘

t杏に大切'.dJ:ll'< ¥ 'iるでしょう.

国全E

くらし、の石油タンクでも、5時間で空にZ

ア
ゴ
は
型
っ
て
い
る
L
、
日
も
口
も

大
き
い
し
、
欠
点
を
補
う
台
お
に
臨

時
な
鼠
づ
〈
h
u
を
生
み
出
し
た
と
い

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
.
握
も
仕
耶
に

晶
わ

か

呉
静
一
昭
L
行
く
ヒ
マ
る
が

な
い
白
で
扇
舟
で
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

費
し
さ
四
割
映
す
睡
眠
幸
併合
く
と
る

己
弁
あ
し
ら
。
そ
む
L
外
曲
だ
け
で

ん
が
必
型
以
上
に
盟
も
う
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
.
軍
膜
が
居
心
地
白
い
い

生
活
が
で
き
で
、
白
骨
が
仕
事
を
や

D
た
い
と
思
つ
合

rd、
あ
る
哩
庄
置

昆
耐
過
る
〈
@
い
白
永
」

映
回
天
む
し
て
二
十
年
a

と
て
も

四
十
五
揖
と
は
凪
え
ぬ
岩
さ
f
.

主
月
に
ア
メ
リ
カ
モ
措
兎
さ
れ
た

自
民
「
些
享
占
℃
て
」
が
同
屈
を

呼
ん
で
い
る
が
、
そ
甲
中
に
一
腔
に

二
人
白
一間
性
白
笠
宮
し
た
と
い
う
己
と

が
道
か
れ
て
い
る
。
)
人
は
克
司
ポ

ン
テ
ィ
、
も
う
一
人
は
ケ
l
u
l
・

グ
ラ
ン
ト
.

コ
人
白
人
聞
が
同
時
に
二
人
を

量
す
る
E
と
は
‘
あ
白
う
る
己
と
で

す
よ
.
あ
な
た
は
あ
り
ま
す
か
」
と

質
問
し
た
食
性
記
者
へ
「
い
い
え
」

と
軒
え
た
柑
立
に
「
将
来
あ
る
か
も

知
れ
ま
ぜ
ん
担
、
で
も
、
E
ヲ
い
う

己
と
は
悲
劇
で
す
」
と
白
人
生
ア
ド

バ
イ
ス
ワ

書
、
母
、
立
直
包
=
世
を
両
立
さ

ぜ
る
自
に
一
生
園
也
市
と
い
う
ロ
ー
レ

ン
、
「
日
本
間
が
探
れ
た
6
、
も
っ

と
ス
テ
キ
な

amで
苦
た
と
且

ぅ
.
そ
れ
が
萌
念
で
す
」
と
ソ
ツ
な

〈
し
め
〈
〈
っ
て
占
弱
.
世
出
H
D
ト

ッ
プ
女
唖
を
M
E
い
P
苦
h
u
に
揖
せ
な

か
っ
た
カ
メ
ヨ
マ
y
た
ち
白
ポ
ヤ
キ

削
、
車
買
の
協
同
盟
を
追
っ
た
配
者
会

見
で
し
た
.

新
作
暁
困
「
D
ベ
ン
ジ
ャ
1
」
白

キ
ャ
シ
ベ
1
ン
申
た
め
ど
ノ
ィ
7
・

ロ
1
レ
Y
が
来
日
、
八
日
・
帝
国
ホ

テ
ル
で
配
8
会
H
L
が
行
わ
れ
た
.

世
界
白
究
崎
空
唖
だ
甘
あ
っ
て
、

明
日
は
悶
降
b
に
も
か
か
わ
b
ず
、

取
封
記
者
白
出
足
し
も
上
々
.
招
へ

い
し
た
配
桔
会
社
白
県
白
っ
か
い
よ

て
、
由
う
酷
と
現
わ
れ
た
ソ
フ
ィ
ヤ

ロ
ー
レ
ン
.
カ
メ
ラ
の
y
ラ
ッ
シ
ュ

主
語
い
っ
ぱ
い
に
広
2
.
大
き

な
唾
L喪
訟
を
厚
ベ
て
応
え
て
い
た

ロ
ー
レ
ン
も
執
去
迂
ま
で
の
フ
ヨ

ッ
ジ
ュ
班
掛
に
疲
れ
た
障
子

.
g
h

し
ま
っ
。

サ
テ
毘
を
取
り
H
じ
て
ー
だ
が
、

「
E
れ
は
暁
困
キ
4
ン
ベ
1
y
田
会

見
で
す
か
b
、
瞬
間
に
闘
し
て
田
園

聞
を
」
と
闘
届
者
に
合
却
し
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
品
ず
向
て
来
る

世界最大の右泊備蓄基地で.1't(こ

ζにめいっぱいの石油を貯めて色、日

本の10日分にもなりません..¥，，/;.石

拙の90日備高が話組になっています
かtそのスケ一片がいかに大きなものか

この写J"lからもご赴¥!i:いただける1:，[1.

います二石油はL、ま経済の基盤を支え

日
本
で
の
音
描
輯
宵
活
酎
白
あ
と
誼
固

に
柵
D
、
M
H
眼
目
よ
い
フ
ス
ミ
で
肺
の

ワ
ル
ワ
ラ
・
7
7
ノ
ワ
さ
ん
と
再
b
し

て
い
事
し
た
.

高
画
、
会
社
両
立
E
D
圃
酬
を
抽
て
て
白

蹴
噛
と
あ
る
か
b
女
性
由
意
慣
も
ず
い

ぶ
ん
高
伊
レ
た
と
申
し
辛
ず
か
.

梅
上
保
安
庁
で
は
古
低
い
お
白
入

桂
に
合
目
芋
」
学
生
一
軍
D
一
角
聖
宜
住

専
用
に
曲
車
.
惜
室
、
町
た
〈
費
、
乾

霊

、

豊

富

薪

E

、

ま

に

軍

と
ス
カ
ー
ト
白
デ
ザ
イ
Y
も
横
酎
申
と

あ
り
ま
す
.

を
丘
置
膚
哩
尭
民
に
闇
耶
.
冊
、
閣
調
、

交
を
こ
な
す
.

結
昭
世
に
桔
慣
に
か
か
幻
、
周
目
と

聾
止
白
中
古
ベ
ン
を
扇
っ
た
.
開
人
雑

時
な
ど
仁
応
持
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
生
活

置
を
醜
い
だ
よ
う
だ
。

「
自
立
し
た
母
朝
を
省
い
て
間
し
い

と
い
う
佐
貫
も
あ
る
の
で
す
が
、

μ
セフ

も
ん
弘
措
り
は
凸
苧
で
し
て
.
母
ル
ヤ
和
女

削

」民〈
副
床
に
あ
っ
た
か
ら
、
平
供
と

置
ん
だ
己
と
が
な
〈
‘
だ
か
ら
尋
供
と

白
ヨ
脅
v

あ
い
が
へ
h
m
と
い
う
神
択
さ
ん

鴨
禍
白
曲
刑
な
体
軸
は
少
な
い
が
、
い

づ
れ
世
北
も
の
を
し
必
い
て
み
た
い
の
だ

と
い
う
。

噂三a.恒物O1IJ)

自分が官リった、顔

い
な
い
い
な
い
ば
あ
や

神
沢
さ
ん
ま
た
受
賞

『い
な
い
い
な
い
ば
あ
や
』
で
N

日

本
児
ば
文
学
協
会
H
・
申
受
賞
耐
棋
宜

し
た
神
配
利
子
さ
ん
.
二
年
削
に
は

探
れ
の
ほ
と
と
で
在
家
兜
貸

9
唖
賞
し
て
い
る
.
五
十
五
問
。

作
品
「
い
な
い
い
な
い
ば
串
や
」
は

白
長
も
の
だ
と
い
う
.

や
せ
っ
ぽ
っ
ち
で
、
逆
さ
ま
つ
唱
が

し
じ
ゅ
う
チ
ク
チ
ク
し
、
船
れ
つ
毛
で

も
白
も
ら
い
や
お
で
脅

φ
よ
〈
で
き
る

出
き
虫
の
檀
安
宅
つ
E
M
m
主
人
公
。

聞
が
い
人
肝
品
S
~刑
、
世
田
之
は
直
ぺ
f騒

い
.
と
〈
に
ぎ
フ
ス
の
口
が
こ
わ
い
と

い
う
孟
っ
た
子
.
六
人
き
ょ
内
ふ
凡
い
四

五
時
H
で
、
イ
ナ
イ
イ
ナ
イ
パ
ア
と
か

わ
い
が
っ
て
〈
れ
る
ほ
あ
や
、
一
つ
迎

い
白
肺
白
了
倒
産
ど
が
締
り
混
ぜ
な
が

b
、
転
回
目
先
申
あ
と
を
追
っ
ず
品
開
太

へ
醒
F
4
ま
で
白
田
子
な
b
由
利
子
さ
ん

白
幼
年
期
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
.

「
航
れ
っ
ち
は
い
つ
白
問
に
か
な
お

D
$
や
レ
た
」
と
笑
う
神
択
さ
ん
.

東
京
・
文
化
学
院
交
芋
蔀
革
輩
、
附

母・女優の三役 ζ なレ

Lわずか5時間足らずて'空になってL
まうのでtこの子たちが大人になる頃
は、もっともっ!Cj;(の石油が必要にな

るこtでしょう。日本石油は、鹿児島県・

喜入にこのクラスの石油タンクを24基、

ひとまわり小ちなものを30，基もってお
りn.10'f-の必月をかけて完成した

消

費

者

の

会

ノ

l
パ
ッ
ク
連

動
や
無
韻
加
企
品
、
隅
島
軍
イ
チ
ゴ
白

販
売
な
ど
地
道
な
前
費
者
活
動
を
醜
廿

て
い
る
町
田
市
間
費
者
白
金
(
問
中
値

主
吾
き
が
新
年
度
を
通
え
て
企
画
を

曹
揮
し
て
い
る
.

現
在
は
無
血
寓
揮
野
菜
由
市
場
ル
U

ぞ
通

め
て
い
る
が
、
定
倒
吉
田
ほ
か
、
み
モ

や
パ
ン
一
作
野
田
輔
自
告
も
行
う
・
町
田

市
民
以
外
白
人
告
も
町
通
.
間
合
ぜ
・

由
込
み
は
企
画
買
宅
密
百
4
内
角
!
m
l

1
7
3
3
へ.

巌
本
真
理
さ
ん
死
去

先
生
の
ア
ン
ナ
さ
ん
も
ジ
遣
で

バ
イ
オ
リ
ン
の
雌
本
μ
屈
さ
ん
が
十
二
首
高
コ
ン
ク
ー
ル
に
一
的
人
目
、
昭
和

一
日
午
前
三
時
三
十
分
、
班
点
・
桝
混

一十
四
年
リ
サ
イ
タ
ル
砂
防
い
て
デ
ピ
ュ

町
四
回
転
判
恥
で
十
守
な
P
ま
し
た
。
了
し
た
。
出
車
膏
掛
字
慣
で
較
べ
ん
を

乳
ガ
ン
、
手
三
闘
で
し
た
.
-
E
っ
た
あ
と
葉
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

そ
し
て
雌
本
さ
ん
を
日
本
の
代
占
的
一
リ
サ
イ
タ
ル
ゆ
幅
聞
い
て
一
町
川
界
的
な
臣
目

な
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
育
て
た
小
野
ア
一
を
陪
び
る
.
四
十
一
年
比
は
プ
矛
1
ム

y
ナ
さ
ん
も
、
用
晦
抽
出
白
ス
フ
ミ
一
ス
の
帯
内
話
会
曲
遇
制
加
#
会
で
雌
本

〔
y歩
ル
ジ
マ
失
血
凶
)
互
喜

一
認
と
，
主
内
揺
グ
ル
ー
プ
Z
E
桶

た
め
亡
〈
な
っ
た
E
F
品
川
、
同
じ
十
-
一
買
が
受
賞
す
る
な
ど
世
々
の
貨
を
空
け

目
モ
ス
ク
ワ
で
出
か
に
な
り
串
や
レ
た
.
一
て
い
る
。
ま
た
主
国
啓
明
、
官
掴
裕
二

八
十
九
回
睡
生
R
b
ι
田
っ
た
ば
か
P
で
一
同
岨
世
央
民
b
と
共
に
日
本
初
白
呈
内

し
た
。
7
y
ナ
さ
ん
の
教
え
を
受
廿
た

一
曜
日
且
期
前
#
会
を
閣
い
て
い
た
。

事
本
臨
ん
は
、
昭
和
十
二
年

・
笠
ハ
回

一

小
野
ア
ン
ナ
さ
ん
は
北
年
に
わ
た
る

今
度
は
hw

海
の
守
M
U
M

を

女
性
届
ト
藻
費
官
「
綴
酎

初
め
て
立
性
に
門
-一戸
を
聞
い
た
梅
よ

冊
宜
宇
佐
芋
生
白
提
用
耳
曲
が
師
凶
b

れ
た
が
、
応
明
者
四
百
九
十
七
人
白
う

ち
、
h
M
性
が
五
十
三
人
と
一

0
・
六
掃

を
占
め
た
。
予
恕
壱
は
主
性
時
十
人
前

世
田
合
格
草
宮
J

で
、
提
年
十
月
に
は

さ
っ
そ
う
と
型
船
勤
軒
が
費
調
ず
る
・

応
許
レ
ゆ
女
性
白
半
世
は
九
州
で
祖

岡
市
白
ー
↑
}
人
が
ト
ッ
プ
@
年
齢
は
十

九
揖
の
十
五
人
M
M
多
く
、
五
十
=
一
人
自

主
二
十
八
人
は
、
盟
行
画
、
両
院
事

小学生に手をつないでもbったb、400

人を越えました.これ川直後100.メー
トルの石油タンクの大ききでt実際
のタンクは高~22，6メートノ\10 15万キ

ロリットノレの石油が入ります;<ニろカt
この量は国内の石油消費量かbする
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妻-

内
毛
大
臣
再
吉
田
一
官
、
尭
白
カ
ル
ロ

・
ポ
ン
テ
ィ
氏
自
闇
税
問
掴
に
つ
い

て
白
圃
聞
は
し
な
い
よ
2
L
と
$
乎

け
ん
制
.

あ
ま
り
に
人
散
が
多
〈
て
、
思
い

P
吉
幻
自
カ
メ
ヨ
ワ
ー
ク
で
圃
匹
で

曹
争
か
ど
予
か
心
記
nmな
カ
メ
一
フ
マ

ン
た
ち
が
、
場
所
歩
求
め
て
ウ
ロ
ロ

ロ
ず
る
中
宏
、
定
割
よ
b
十
舟
盟
れ

注
〈
、
内
聞
を
み
が
〈
乙
と
.
心
が

ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
れ
ば
、
自
訴
件
に
も

出
プ
と
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
」

ー
暁
圃
白
申
で
「
私
は
富
と
幅
力

を
持
っ
て
い
る
男
性
向
山
肝
き
」
と
い

う
セ
リ
フ
が
あ
狗
尋
か
す
か

「小
さ
い
時
、
私
白
曹
は
大
洲
町
貧

し
か
っ
た
.
だ
か
ら
否
定
は
し
ま
せ

第 56'7号

マ
Y
が
刀
メ
ラ
を
制
し
、
「
き
あ
置

聞
を
と
っ
ぞ
」
と
い
奇
心
炉
、
あ
ま
b

に
も
カ
ぜ
F
h
フ
由
直
さ
に
罰
を
白
ま
れ

て、

U
ラ
一
1
ッ
シ
ヤ
レ
た
型
車
が
師
れ

逆
に
「
イ
タ
リ
ア
人
を
ど
う
思
い
ま

す
か
」
と
ロ
!
レ
y
に
置
問
さ
れ
る

置
聞
は
鼠
や
7
ロ
ポ
l
u
ン
ョ
Y
D
E

と
ほ
か
り
.

「
も
》
E
と
、
こ
う
い
う
プ
ロ
ポ

ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
に
畠

升
白
闘
が
担
し
い
と
一
度
も
思
っ
た

E
と
は
あ
b
ま
ザ
瓦
.
闘
は
憂
い
し
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pr半
々

ヘ

ノ

巳

f
j
1
i
3
3
K予
不

安

や

危

碩

が

な

か

っ

た

と

川

'
i

l

i

i

:

i

i

，
 

二
、
t
1
ι
r
b
H
H
F
J
λ
t
L
4
f
h
v
寸
員
削
r
d

い
え
ば
、
瞳
に
な
る
.

川

…

一

日

中

立

読

み

で

き

る

庇

「

こ

れ

以
上
、
t
し
〈
し
て
川

司
-
ヨ
日

r

h

p
事
ず
る
白
一

ワ

」

附

川

完
膚
置
白
高
い
文
語
一
を
、
私
た
ち
は
葺
耐
と
呼
「
聞
丹
、
賢
択
な

時

世

間

い

担

」

川

川

ぷ
.
同
時、

完
属
度
第
い
抽
聞
も
章
、

芸
務
、
「
自
君
仕
事
申
方
が
拍
手
セ
か
に
ま
な
い
川

川
あ
る
.

。

」

E

T

C

川

川
モ
吾
で
あ
る
喜
四
、

完
属
度
目
高
い
宜
と
睦
削
、
友
人
知
吉
田
ほ
と
ん
μ
ほ
、
私
自
担
つ
走
り
ぷ

p
川

川

}
岡
田
本
田
な
か
で
、
ひ
と
つ
に
な
b
、
時
に
情
け
(
そ
う
且
え
た
b
し
い
)
を
、
半
ば
呆
れ
、
半
ば
本
川

川

合
い
、
時
に
ザ
あ
禅
吾
っ
て
い
る
睦
本
も
ま
た
、
苦
宮
間
に
そ
う
車
告
主
ぞ
れ
も
し
た
.
川

川

智

一

は

な

い

草

官

払

.

け

れ

ど

、

人

間

四

悔

い

田

中

で

一

番

瑚

4

2

い

白

川

川
そ
れ
も
、
怯
本
白
世
間
円
が
収
容
ν
悟
る
問
者
人
口

は
、
向
か
宮
レ
て
し
ま
っ
た
幅
い
官
は
な
〈
、
し
た
川

川
は
、
い
わ
ば
ゼ
ロ
曜
か
ら
百
摘
ま
で
、

世
に
よ
る
丹
い
と
凪
い
つ
つ
、
同
も
し
な
か
っ
た
悔
い
で
は
な
い
川

川
断
も
な
け
れ
ば
、
年
令

制

限

も

な

い

.

亨

官

ど

か

.

川

川

本
患
を
肪
れ
、
ベ
ス
ト
・セ
z
f一1
1
m
費
用
書
な
日
本
で
初
出
て
白
怯
本
白
岡
辺
色
包
囲
肪
す
る
怯
本
山

川
ど
白
障
に
な
P
、
小
を
な
ス
ペ
ー
ス
し
か
与
え
b
れ
マ
ガ
ジ
ン
『
ベ
イ
パ
l
ナ
イ
ブ
』
も
二
年
闘
を
迎
え
山

川
て
い
な
い
怯
本
や
兜
置
'
P
見
る
た
び
、
私
は
H
惜
た
今
、
私
は
つ
〈
づ
〈
と
魁
う
.

川
し
〈

て

な

b

な

か

っ

た

.

時

間

と

い

晶

玉

白

は

、

与

え

ら

れ

る

も

白

で

は

な

川

川

己

ん

な
に
も
聞
〈
広
い
松
本
白
也
界
を
、
ひ
と
め
-
〈
、
か
す
め
と
P
、
劃
b
出
じ
て
い
〈
も
由
だ
と
・
川

川
で
も
多
〈
申
人
に
醜
っ
て
棋
し
い
、
ぜ
め
て
、
ゆ
っ
今
日
も
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
白
中
に
明
え
白
パ
ン
川

川
た
む
と
手
に
と
っ
て
&
る
ス
ペ
ー
ス
が
棋
レ
い
.
ツ
を
二
位
瓦
れ
た
〈
匝
は
+
A
L
宇

宙

F
申
に
な
る
と
、
つ
川

B
B
Y
P
損

盟

す

る

ニ

つ

の

児

童

一

角

一

山

己

ん

な

裂

を

抱

い

手

車

・

い

つ

い

オ

モ

言

を

し

て

し

ま

急

だ

)
君

主

川

一

一

山

仕

事
の
か
た
わ
b
、
大
学
に
輯
醐
生
弁
じ
て
再
入
刑
、
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
来
る
.

軍
専
門
庖
を
紹
介
し
て
み
ド
き
.
一

「
十
坪
ち
ょ
っ
と
の
高
官
、
日
臨
さ
一

一

一

川

芋

υ、
児
軍
宜
宇
田
隅
匝
を
と
っ
た
-
も
し
た
.

己
己
は
富
山
市
五
番
町
に
あ
る
「
罫
一
ん
が
曜
り
引
害
υて
〈
れ
た
白
は
、
ク
一

一

一

山

期

外

車

討

に

出

か

け

る

た

び

、

聞

外

岡

田

ー

本

田

さ

川

い
風
船
」
・

静
宮
者
は
宜
士
凪
さ
ん
尭
一
4
L
m
初
め
て
か
も
知
れ
ま
f
r
ん
ね
.
で
一

M

'

一

-

山

ん

出
。
も
し
た
.

/

'

‘

，

聞
(
貫
-
葉
〉
|
開
府
レ
て
、
一
書
亮
昇
。
で
は
罪
宇
手
宅
、
一
川
E
t
て
、
五
十
一
手

二

月

四

目

、

小

さ

い

時

/

の

ム

7
f
k民
す
ふ
川

ち

ょ

う

ど

互

自

に

な

る

.

言

に

若

干

ル

走

も

行

為

墨

了

」

T
4
Z
メ
アL
定

自

国

〈

C

一

一

川

古

賀
て
い
た
こ
図
中
、
t

g

z

ム

¥

ら

{υ

川

八
年
前
、
葉
宰
ん
は
子
供
と
一
帽
子
」
と
姫
宮
白
#じ
さ
葬
ち
あ
け

E
H

こ

〉

ン

/

，

L

一

一

川

睦

本

屋

'
(
誼
買
に
は
、
イ
ス
が
置
い
で
あ
る
が
)

』

ノ

'

レ

川

に
市
立
国
産
に
通

2
玉
、
伺
困
も
一
が
そ
白
口
ぶ
り
に
は
隻
宮
さ
る
こ
と

一
H

，

4

一

一

川

ク
レ
ヨ
ン
ハ
雪
合
属
宇
νた

川

司
し
本
ゆ
僑
b
て
、

宝
物
申
よ
う
に
措

一
な
が
b
、
地
埴
に
宜
晶
問
書
揮
を
広
げ

一
川

ず
る
わ
が
子
に
、
同
じ
本
を
圃
っ
て
あ
一
た
い
と
い
う
け
ん
曲
な
置
毘
込
串
が
唖
一

2
一
-

一

一

P
ョ
キ
l
白
落
合
鼠
子
さ
ん
〈
エ
ッ
セ
-
大
人
社
主
号
先
さ
れ
て
い
る
ヰ
供
一
回
立
も
岡
わ
ず
町
れ
る
.
な
か
に
は
地

マ

官

壬

じ

た

.

と

E

ろ

が

一

ぜ

b

れ

た

一

一

一

一

一

イ

ス

ト

》

だ

.

一

白

一

面

安

強

調

し

た

.

一

方

か

ら

上

京

す

る

哩

L

「

田

舎

に

は

な

「

己

白

近

辺

白

本

塵

で

売

っ

て

い

な

一

「

部

会

白

子

は

多

〈

白

本

に

躍

し

て

一

一

一

t

、

E

E

E

5

7

れ

一

い

る

2

2

3

、

そ

お

と

原

田

・

霊

童

子

手

骨

理

一

慎

重
に

は

理

否

盟

主

〈

て
ね
」
と
い
い
2

買

っ

き

な
い
・

重

量

害

対

し

て

、

主

主

い

・

も

っ

と

雪

害

2

一

歩

〈

と

、
慎
重
量
雪
帽
に
な
一
サ
ン
プ
ル
奈
並
べ
ら
れ
、
言
コ
I
一
布
陣
置
さ
ん
も
い
る
・

主
解
し
て
い
な
い
ん

E」
と

一

い

」

主

主

が

い

語

、

重

さ

一

っ

た

ク

レ

ヨ

ン

2

3
・

一

千

盗
み
な
が
ら
、
そ
れ
E闘
を

一

2

天
皇
5

8

i

薬

走

路

喜

専

門

信

号

三

ん

も

「
回

曹

は

亘

書

罵

2

に

一

産

量

豊

さ

ん

も

一

手

己

主

出

ま

し

、

E

2

5

2

l

カ

1

3

〆

ン

っ
か
ピ
な
っ
た
毒
患
る
・
8
一
少
な
い
・
置
5
8
開
会
議
岨
一
「
曙
合
は
小
さ
い
時
官
室
主
一
芸
震
の
人
々
に
国
ば
れ
て
い
る
・
一
パ
I
E
在
で
て
き
且
君

事

実

響

曲

芸

っ

て

い

主

き

τ主
化
白
星
に
触
れ
さ
せ
た
い
」
一
努

Zし
た
炉
、
一
般
的

E一
し

か

も

ケ

土

ゼ

L

2

一

語

ち

て

主

-
Z
〆
Y
パ
ー
か

察

官

醇

襲

-
喜
久
干
完
(
東
一
品
る
・
ず
E
E
票
究
(
名
古
一
は
長
白
号
本
と
さ
れ
て
い
る
E
一
ュ
ー
は
す
べ
て
支
白
白
岡
田
手
作
。
一
b
，

F揖
同
士
白
書
悲
し
い
a

t

t

し

E

自

主

管

一

早

宜

傷

害

露

園

高

値

し

一

に

不

調

富

島

、

い

つ

か

は

5

苗
5

・

一

と

い

う

票

号

、

一
年
酬
を
怯

闘
す
る
隅
闘
を
聞
い
た
・
つ
い
に
「
そ
一
生
一
人
だ
・
一
を
作
ミ
多
〈
白
人
々
に
車
業
開
百
し
て
、

昨
年
白
書
に
三
年
闘
を
一
本
マ
ガ
ジ
ン
白
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
込

れ

宮

、

2

2

2

い

て

一

変

化

霊

葉

書

主

主

一

喜

号

E

b

い

た

い

と

且

つ

迎

え

た

ち

1

2

2

在

一

面

童

口

し

て

い

る

・

平
供
喜
ま
う
」
一
宮
、
在
フ
ッ
と
匿
っ
て
、
E
己
は
東
一
て
い
た
き
で
す
・
主

都

内

に

崎

町
も
少
な
〈
手
ま
ず
で
「
五
年
前
回

一

「

作

者

喜

お

う

を

白

薗

一

一

初

期

当

時

に

開
巨
し
た
メ
ル
ヘ
ン
・
ハ

白
申
合
サ
芭
暗
闘
し
た
.

ハ
ヅ
ピ
ィ
オ
1
ル
白
稿
欄
さ
ん
は

「
E
E
種
目
本
は
印
刷
も
少
な
〈
、

開
通
や
価
格
闘
で
白
問
E
m
多
い
白
百

と
白
書
聞
で
も
尉
も
蛸
宇
レ
て
い
ま

す
.ま
だ
摺
備
咽
階
で
す
か
、
互
い
に
闘

力
し
て
、
も
う
世
し
宮
〈
陪
売
す
る
よ

う
に
す
る
な
P
『
問
聞
を
解
快
し
ト
官
J

と
い
ろ
ゐ
げ
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
.

た
と
え
、
い
ま
は
苦
し
く
介
E
、
良

い
本
聖
も
っ
と
多
〈
の
平
供
に
、
そ
し

て
大
人
に
も
安
〈
凹
ん
で
F
P
い
た
い

'
ー
ル
児
童
・
尋
門
E
が
立
ち
ト
指
っ

た
わ
け
だ
.

一
が
ま
ど
炊
き
風
」
γ

グ
苦
し
し
台
所
グ
岳
超
越

組
内CI(-70F

、

子
併
宜
也
申
荒
闘
が
間
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
い
ま
全
園
田
六
十
届
遅

い
児
車
専
門
書
面
を
通
し
て
静
か
な
革
命
が
起
脅
て
い
る
.
テ
レ
ビ
白
ぜ

い
ば
か
D
と
は
宵
え
な
い
が
、
現
代
っ
子
白
惜
宇
腫
れ
が
目
立
ち
、
松
本

や
間
隔
が
り
醇
宮
比
る
己
と
を
知
ら
な
い
干
慌
た
ち
.
そ
れ
は
ひ
と
つ
に

は
躍
ぢ
本
が
手
に
入
ら
な
い
E
と
に
も
副
因
が
あ
る
.
型
聞
に
児
買
書
専

門
臣
白
な
か
に
は
い
っ
て
も
立
ち
臨
み
白
手
院
で
に
宮
口
っ
て
い
る
と
乙

吉
あ
る
百
互
い
か
l
l
そ
う
し
た
曙
え

主

主

ち

へ

白

星

宮

高
足
下
ど
伯
組
専
門
寄
居
が
、
み
の
仕
事
を
い
っ
そ
う
苗
曹
に
す
る
た
め

に
、
新
し
い
組
踊
・
B
R
T
P
(
ベ
a
m
i
-
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
1
・
ヤ
y

グ
-
H
T
プ
ル
〉
苦
描
属
し
た
の
で
あ
る
.
ど
白
眉
も
自
升
が
遺
ん
戸
良

い
陪
本
や
窟
括
砂
畳
べ
、
い
ろ
い
ろ
文
化
的
な
岨
し
を
計
画
す
る
な
ど
闘

力
し
て
い
る
白
だ
が
、
台
所
は
ど
乙
も
，
火
甲
車
M

で
あ
る
・
そ
の
た
め

組
胞
を
通
じ
て
聴
問
白
情
報
を
交
担
し
ょ
予
と
い
戸
わ
け
#
知
、
そ
白
心

白
底
に
あ
る
も
白
は

「よ
い

ま

E
っ
と
多
〈
白
手
供
た
ち
に
」

・
ー

か
け
値
な
し
の
開
し
い
曹
を
ζ
白
阻
闘
が
事
巴
て
〈
れ
る
H
X
K
ど
か
.

錦 56'7号

B
B
Y
Pで
情
報
を
交
換
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東之のお釜は、ゼ九ぶ

書
簡
D
n
専
門
E
'
事
レ
て
は
、
量

居
申
睦
本
白
児
重
書
白
地
に
も
、
相
理

手
芸
と
い
っ
た
臨
時
的
な
唐
も
あ
る
が

書
拍
車
セ
白
も
由
が
、
あ
る
意
時
で
は

専
門
匝
に
近
い
自
に
、
完
包
に
一
円
J
白

岡
向
田
本
し
か
並
べ
な
い
の
は
旺
間
的

に
も
曹
じ
い
と
凪
う
が

大
手
・
出
版
E
R
K
業
白
日
臨
・喧

引
相
酷
田
由
担
辺
さ
ん
は

「
問
望
的
に
は
苦
νい
と
凪
い
ま
す

よ
.
固
定
客
が
付
甘
ほ
別
で
す
か
、
本

白
専
門
医
は
ど

P
レ
て
も
問
者
対
車
が

少
な
く
な
b
ま
す
か
回
拍
」

非
課
揮
壊
、
白
離
点
を
指
摘
レ
な
が

す
で
に
閉

F
Uた
P
、
そ
白
寸
前
白
』
営
上
白
情
報
提
慣
哲
レ
ト
き
」
と
呼
び

庖

も

多

い

.

一

か

廿

、

ζ
由
一
克
B
干
P
(
ベ
タ
I

専
門
書
屈
は
ほ
と
ん
ど
小
型
宙
が
多
一
・
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ヂ
l
・
ヤ
ン
グ
・
ピ

〈
、
克
警
は
一
般
書
白
ま
J

に
番
町
丁
プ
ル
〕
が
配
管
た
〈
出
草
加
目

品
は
か
b
で
な
〈
、
ヤ
レ
ろ
圃
眠い
醍
D
一

-
一十一

宮〉

と
な
る
た
め
在
血
9
E
m
か
え
や
す
い
白

一
E
白
時
に
隅
回
全
世
回
(
謂
師
掴

も
植
問
句
L
辛
い
と
E
ろ
.
一
合
、
B
B
T
P
霊
図
書
瑚
定
、
絶

E
D
た
め
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ク
ス
(
名
古
一版
本
白
配
酷
あ
っ
盟

ieな
ど
九
項
国

屋
)
昭
三
輔
社
畏
や
、
ハ
ッ
ピ
ィ
オ
ー

ル
(
型
車

・
吉
祥
守
)
白
宿
泊
社
画官、

メ
リ
ゴ
l
ラ
ン
ド
〈
四
日
市
)
申
増

田
社
畳
、
一
フ
タ
タ
イ
ム
〈
噛
面
〉
白
布

川
社
長
b
が
中
心
に
な
っ
て
、
『
珂
軍

専
門
書
酋
白
金
国
組
闘
を
作
っ
て
、
旺

b
 「
ス
タ
イ
ル
宇
ν
て
は
面
白
い
し
、

増
え
る
と
凪
い
ま
す
.
そ
れ
捗
七
四
本

を
週
ん
戸
虐
玄
庭
用
意
や
主
禽
品
川
い
が

あ
る
し
、
地
謡
白
人
に
も
世
迎
さ
れ
、

社
会
閣
で
伸
び
て
ゆ
〈
白
は
な
い
で
し

ょ
主
」
と
再
来
高
持
し
、
T
R

ぎ
宙
と
ル
γυ
て
も
協
力
し
た
い
の
だ
と

強
間
ず
る
.

己
申
な
か
骨
骨
量
書
専
門
医
は
、
四

i
E
年
前
か
ゐ
割
れ
捕
時
、

現
在
官
は

金
固
に
六
十
E
Z
叫
〈
も
眠
隼
レ
て
い
る

が
、
躍
辺
声
瓦
担
問
適
す
号
室
L
、

そ
由
大
単
は
，
虫
白
車
だ
'
・

1
1

回
リ
マ

一戸u
一

n
u

土
F

一
日

5
日
一
8

l
:
J
 

二

inZ
目
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総
会
社
も
辞
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て
閉
底
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発
行
し
ザ
ペ
か

企
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::19，800円

匪霊韮韮盛置彊

クレヨンハウスにはaooo圏近〈の.;r，る陸軍が並んでいる.写圃は唖高
..睦本のサンプルが置いてある.ど九どん手にとって、睦本に親しん
で"“理会さんの置持がζ もっている.

-
IRCK-亙司
{花鍋}

::19，8do円

21機種掛って、色・柄・サイズがグーンとワイドになりました。
おいい、ご飯を炊〈仁は、 「一ー一一ーーー一一一一

実It，'b、U''C炊〈の

がいち叫ん火が側面まで

まわり.ベチャつきがな(

ふっ〈らt炊きあがるから
です.この・かまE・のシ

クミ弘はじめて電気査に

取り入れtゆ引東芝の句-

u炊き風J.発表いらい、
「ほんとうに、ご飯がおいLくなったJ、t言う声を全国の奥棟方か

も数多〈いただきまLt:.その声にお応えLτ、このたび車芝は、こ
れまでの電気董10機種、保i晶董11繊祖のす4てを句'U炊き風」に

改良.ー挙に21機種が勢掴いです.色・柄・サイズが豊富になり、お

好みのものがお選びいただりるようになりました.おいLきがひと味

ちがう車芝の「かまE炊き風h 奥様の鮮やlがまたあがります。
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国4量E

税
金
を
よ
く
考
之
て

舘
誠
一
生
命
保
険
で
質
疑
応
答

生
命
陣
院
も
多
樺
化
時
代
で
あ
る
.
一
E
A
が
配
偶
者
の
一
勘
舎
は
相
輯
輔
が
か

苦
れ
だ
け
に
仕
草
書
知
る
と
知
ら
な
一
か
る
が
、
己
れ
砂
降
臨
し
て
も
ら
え
る

い
刊
ほ
、
制
用
悦
世
田
，
問
惜
'
に
も
ア
一
間
麿
が
串
る
.
己
れ
は
、
間
叫
者
白
遭

い
に
関
わ
っ
て
〈
る
.
一
瞳
相
制
園
田
三
升
白
一
以
内
、
保
険
金

五
吊
十
五
目
、
東
京

・
商
工
組
合
中
一
回
0
0
0万
円
以
円
白
場
合
、
つ
ま
D

央
金
闘
で
聞
か
れ
た
揖
八
十
-
回
世
費
一
か
甘
た
時
世
額
が
高
額
で
あ
っ
て
も
、

者
世
拍
者
会
圃
門
閣
費
者
供
酷
省
セ
、
，
一
そ
れ
が
圏
直
白
三
角
白
一
色
q

晶
克
な
げ

タ
I
主
岨
)
ポ
ほ
、
己
申
問
題
を
扇
b
一れ
ば
控
除
白
対
融
と
な
り
、
ま
た
、
保

上
げ
、
開
望
者
と
生
曲
保
険
金
杜
F
画
一
陣
輔
が
直
面
を
闘
え
る
簡
で
も
、
四
O

任
者
と
の
岨
観
、
置
腫
応
宮
を
汚
な
っ
一

O
O万
円
以
内
容
恒
ば
控
除
さ
れ
る
と

た
.
や
は
り
梢
費
者
サ
イ
ド
の
曲
面
市
一
い
ヨ
仕
〈
み
.

足
が
昭
世
恒
れ
、
一
般
に
は
章
甚
だ

一

陣
晩
酌
輔
副
白
阻
閣
内
曹
を
時
暗
ぜ

こ
白
間
哩
へ
の
理
解
刑
不
足
、
モ
れ
だ
一
Z
L
加
入
し
、
費
扇
町
眠
、
E
ん
な
は

甘
に
曲
碩
も
必
笹
で
あ
る
乙
と
が
串
臨
一
ず
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
γ

と
凪
う
C
》

E

D
に
さ
れ
た
.
一
ま
ま
あ
る
己
と
だ
が
、
特
に
型
的
者
、

最
初
一
定
奇
時
世
間
史
葛
西
本
陣
百
一
世
間
骨
院
者
、
空
取
人
甲
も
つ
意
暗
と
闘

理
事
事
曹
団
畳
か
ら
、
「
日
ー
草
者
ほ
、

一
冊
聖
よ
〈
一
躍
解
し
、
固
的
に
あ
っ
た
保

七
孟
岡
田
人
削
生
命
保
慣
に
加
入
し
て
一
院
に
加
入
す
る
必
要
が
薗
蝿
白
中
古
抽

い
る
.
世
来
は
、
r
J
寄
的
な
意
障
で
や

一
〈
同
窓
づ
V
D
れ
れ
た
.

っ
て
い
t
人
が
多
い
よ
う
#
如
、
最
近
一
な
布
、

生
由
時
映
と
租
直
に
つ
い
て

ポ
ほ
国
民
生
活
向
上
申
?
あ
に
も
制
周

一
白
資
軒
は
、

生
師
陣
暁
協
会
へ
問
事
す

さ
れ
て
い
る
プ
一
生
曲
樺
暁
は
火
山
開
園

τほ
E
通
し
て
〈
れ
る
・
(
社
)
串
奇

量
判
ほ
あ
る
が
、
E
L
〈
理
解
し
て
利
一
時
世
協
会
千
代
田
区
丸
白
向
=
一
白
回

用
し
て
ほ
し
い
l
.
虫
々
も
加
入
者
か
一
の
一
新
国
酷
ピ
ル
三
階
T
E
L
〔
出
〉

b
白
意
闘
に
ル
事
ょ
う
揖
ι

刀
し
て
い
き
一
二
一
三
人
〉
六
六
-
.

た
い
」
と
い
う
輯
冊
目
あ
と
、
圃
蝿
応
一
l
l
l』
1
1
1
1
1
1
1

雷
記
入
っ
た
.

一

:
1
2

乙
白

中

毒

に

保

豊

富

吉

に

一

番

目
時
計
を
骨
付
与
つ

野
L
て
町
現
金
に
つ
い
て
白
闘
聞
は
、

一

車
京
劇
墜
ハ
丁
目
白
時
計
臣
、
組
匝

事
か
と
こ
ろ
に
宇
5
に
間
中

一
恵

IAO-11)が
い
b

揖
ま
っ
た
よ
う
だ
。

一
な
く
な
?
た
時
計
、
汚
れ
た
時
計
、
あ

た
と

ea究
「
障
問
-
千
万
円
に
加
一
ま
っ
て
い
る
時
計
歩
望
め
て
い
る
.
身

入
し
、
型
的
者
が
尭
、
被
休
険
者
が
要

一悼
障
害
者
自
時
計
世
術
開
問
に
世
立
で

空
証
人
が
子
P
Z
由
一
掛
合
、
保
慣
企
に
一
る
た
め
、

8
月
四
日
(
時
白
配
意
日
ま

は
掴
与
覗
が
眼
せ
F
D
れ
る
・
ま
た
、
空
一
で
)

織い
U

…

〈包園田日〉昭和54・5月20日(3) 



せ
ん
。
そ
の
上
、
最
近
で
は
、
ク
1
-
フ
一
合
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
i
i
水
を
使
う
ケ

-
!
の
使
用
車
も
高
〈
、
室
内
で
は
戯
縦
一
イ
ク
タ
イ
プ
の
フ
ァ
ワ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン

一
し
た
冷
気
に
冷
や
さ
れ
、
戸
外
で
は
、
一
一
は
さ
っ
ぱ
hu
仕
上
が
り
ま
す
が
、
梅
雨

一
ム
シ
ム
シ
と
高
混
で
汗
宇
が
〈
と
い
こ
と
会
ほ
肌
懇
さ
を
感
じ
る
ζ
ル
迄
あ
り

工
決
餓
の
線
忽
返
じ
で
す
。
こ
れ
で
は
Z
S
3
0
そ
乙
で
、
水
を
使
っ
て
も
、
水

一
肌
に
も
身
体
の
健
康
に
も
大
告
な
負
担
一
な
し
で
も
使
え
る
新
し
い
フ
ァ
ワ
ン
デ

「
乙
こ
と
し
の
需
は
例
年
に
な
く

一
ら
、
問
い
た
だ
け
で
も
、
う
っ
と
う
し
一
が
か
か
っ
て
雲
す
。
ア
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
み
た
ら
い
か
が
で

警
官
そ
う
」
と
気
象
庁
の
予
主
い
で
す
ね
。
一
そ
れ
で
は
、
梅
雨
ど
き
を
さ
わ
や
か

τょう
。
そ
し
て
、
明
る
い
豊
と
、

線
。
梅
雨
入
D
が
六
月
上
旬
、
明
け
る
一
梅
雨
ど
喜
重
量
、
そ
れ
で
い
一
に
過
す
た
め
の
工
夫
を
い
く
つ
か
掲
げ
一
関
る
い
洋
服
で
見
た
白
の
さ
わ
や
か
さ

の
は
七
月
の
下
旬
と
い
う
こ
と
で
す
か
て
隠
れ
間
の
紫
外
線
量
聖
母
主
て
ま
亡
ょ
う
。
一
を
演
出
す
る
こ
も
大
切
で
す
。

想

二

一

文

ア

l
ス

タ

イ

ル

中

準

君

か
一
長
さ
の
回
世
は
見
た
目
に
う
っ
と
司
じ
い

ご
も
の
。
耳
書
し
た
り
衿
あ
し
字
つ

ふ

τ宮
と
出
し
卓
亡
ょ
う
。

パ
一
脅
か
ら
だ
犬
是
:
:
・
・
シ
ャ
ワ
ー
を
ぎ
つ

明
一
と
浴
び
る
か
、
熱
い
湯
で
し
ぼ
っ
た
タ

ロ
一
オ
ル
で
か
ら
だ
を
鉱
き
、
あ
と
は
ボ

バ

一
デ
ィ
用
の
パ
ヲ
ダ
ー
を
つ
け
て
お
〈
と

ア
一
肌
が
サ
ラ
ッ
と
し
ま
す
。
ま
た
、
足
を

ク
一
例
い
湯
で
流
い
、
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
を
つ

州
一
け
て
お
く
の
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

の
一
す
。

ー
一
綿
の
ソ
ッ
ク
ス
を
は
く
と
畳
の
部
屋

狩
一
で
も
ベ
タ
ベ
タ
し
ま
せ
ん
。

悼
惜

F
A
M

シ
ャ
ン
プ
ー
iz---
日
中
、
シ
ャ
ン

~
 

h
 

r
 

、
J
 .

.
 ‘

1
・

・

・

・

・

・

』

と

プ

ル

1

キ

ャ

ッ

ト

」

竺

般

公

開

す

芯

@

1

港

度

五

分

以

上

あ

る

時

、

下

痢

の

2

、
.
、
.
‘
r
a
-
置
唱

l

，、
F
F

・-‘，

-

7

し

し

企

画

材

費

り

そ

一

る

。

お

は

毎

日

し

な

い

時

は

勢

に

さ

け

て

益

さ

い

。

，

-
-
|
-
J

一
ζ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
映
画

Eて
は

一

仰

げ

れ

ば

い

げ

G
毒
症
の
あ
と
二
週
間
オ
フ
ロ

護

会

ノ

・

こ

ど

も

映

画

抱

一

宮

し

い

長

編

人

形

劇

と

あ

っ

2一
…

な

い

の

で

す

に

入

れ

な

い

品

管

た

。

肌

の

，f

d

-

i

i

t，
一
の
内
容
効
果
も
震
で
き
る
も
の
と
な
一
聞
か
?
入
れ
る
汚
れ
が
心
配
で
す
が
i

r
i

一

一

H
L
'
h

紀
伊
国
屋
ホ
i

ル

て

隠

月

一

芸

つ

だ

。

京

産

時

の

注

意

A
|病
気
や
予
襲
種
の
あ
と
な

目

i

l

l

-

上
映
期
日
・
:
七
月
二
土
日
(
土
〉
石
山
由
な
ど
を
聞
か

P
E
林
浴
さ
苦
れ
な
い
時
で
も
不
潔

全
体
的
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
毒
じ
さ
せ
一
2
2
5
ス
タ
ー
ト
一
ァ
ミ
?
シ
永
ク
ラ
ブ
の
中
村
光
代
一
1
二
十
九
日
(
呂
場
所
・
自
室
一
一
宅
下
さ
い
・
に
な

D
f部分
だ
け
は
、
き
れ

な
い
、
洗
練
さ
れ
た
作
品
が
注
目
さ
れ

τた
「
東
京
乙
老
映
画
館
」
喜
一
一
言
「
三
年
ほ
ど
宮
、
各
地
の
公
一
育
会
館
大
ホ
l
ル
(
ま
喜
平
一
…

A

金

E震
塁
い
ま
い
て
浮
て
く
だ
さ
い
。
方

る
。
ζ
乙
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
出
産
一
回
目
の
上
映
が
、
五
月
十
三
日
(
日
)
一
会
堂
で
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
選
一
竹
橋
駅
下
草
)
上
映
時
間
i
一
回
十
一
…
ん
な
う
え
、
オ
ム
ツ
ち
て
い
る
の
譲
二
つ
あ
D
ます。

後
も
ク
エ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
調
節
で
、
外
一
新
宿
署
国
屋
ホ
l
ル
で
闘
か
れ
た
。
一
さ
ん
た
事
ら
の
強
い
希
翠
も
あ
っ
て
一
時
、
二
回
十
二
時
十
五
分
、
三
里
四
一
…
で
肌
が
汚
れ
や
す
く
、
ま
た
麿
ノ
が
①
オ
イ
ル
パ
ス
ベ
ピ
1
オ
イ
ル

量
と
し
て
着
用
で
き
る
も
の
が
多
く
一
今
回
の
上
映
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
映
画
一
常
設
の
こ
5
障
壁
つ
く
っ
た
の
一
時
三
十
分
、
入
場
手
当
日
券
大
人
九
一
一
弱
い
た
め
タ
ダ
レ
昔
、
ヵ
プ
た
D

h

森
喜
昔
、
そ
の
へ
ん
に
ヲ
エ
イ
て
畏
〈
つ
し
た
の
ピ
ッ
ピ
」
(
ア
ス
ト
一
手
。
ァ
ガ
カ
7
2
S
一

00円
、
小
人

8
0円
、

芸

大

一

一

し

宇

い

の

で

す

。

5

2

h

f

九

ト

が

鐙

か

れ

て

い

る

。

一

D
F
-
Dン
ド
グ
レ
ー
ン
原
作
〉
。

一
立
の
も
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
言
、
一
人

8
0円
、
小
人
五

8
円

芯

清

潔

に

し

器

産

く

し

、

発

言

、

掴

帽

4riι

特
に
目
立
っ
た
の
は
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
一
事
会
員
制
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
た
一
国
で
少
し
も
や
つ
を
れ
な
い
か
ら
一
※
注
七
月
二
十
三
日
(
月
)
の
み
一
…
助
け
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
毎
日
し
げ
い
』
訓

JV

ト
の
害
、
今
年
の
流
行
の
主
流
で
あ
一
せ
い
か
、
開
演
の
十
五
分
ほ
ど
前
に
と
と
一
一
回
十
二
時
三
十
分
、
二
回
十
四
時
三
一
一
モ
ょ
う
。
特
に
沢
山
汗
系
金

ar
v
情
。l
川¥ー

る
淡
い
や
さ
し
い
色
、
ま
た
議
議
一
四
O
O
名
近
〈
の
親
子
連
れ
が
入
場
し
一
内
容
は
、
子
去
が
本
当
に
楽
し
め
一
十
分
一
一
は
ア
主
事
防
ず
る
意
味
で
一
日
斜
酌

f
レ吋
Aげ
ん
川
崎

と
さ
れ
て
い
る
水
玉
プ
リ
ン
ト
を
上
手
一
た
。
一
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
・
4
2
E
一
問
い
合
わ
せ
は
(
株
)
日
本
企
図
一
…
一
一
1
=
一
回
(
行
水
で
か
ま
い
ま
せ
』

E
司
/
品

に
復
活
さ
せ
て
い
き
と
だ
・
一
隔
月
公
演
張
、
全
国
で
唯
一
の
ζ
一
て
い
る
。
親
子
で
楽
し
め
て
、
そ
れ
で
一
雪

O
一
ニ
(
五
八
五
)
一
o
=
豆
、
京
ん
〉
落
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
露

一
若
宮
館
と
あ
っ
て
、
お
母
さ
ん
方
一
い
て
固
く
る
し
く
な
い
も
の
を
選
ん
で
一
フ
ァ
ミ
?
・
シ
ホ
ク
ラ
プ
君
三
一
…
の
温
度
は
票
三
十
八
度
、
冬
協
を
脱
脂
綿
に
ま
せ
て
体
の
汚
れ
を

1
!

一

の

期

待

も

大

き

い

。

一

い

る

と

い

う

。

一

(

四

七

八

)

一

O
O八
ま

で

。

一

r察
霊
で
す
。
冬
は
温
度
と
釜
ふ
き
る
。

動

鱗

拶

九

'

一

千

震

鎌

ケ

警

か

ら

棄

と

い

う

一

乙

の

ζ

5

監

禁

全

国

的

に

で

一

義

議

グ

一

言

二

十

了

二

十

一

一

察

署

)

②

ス

ポ

ン

ジ

パ

ス

入

議

案

A織
機
誠
誠
一
一
名
島
和
子
さ
ん
は
「
菌
は
あ
ち
ら
ζ
一
き
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
方
で
も
子
5
一
ふ
綴

wwuLgp
一
…
の
差
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
部
屋
空
費
カ
イ
メ
ン
に
ま
芸

協

鱗

桝

耕

一

口

町

村

民

訪

日

一

泊

絞

れ

れ

ど

い

純

一

努

箆

糸

川

w
一

訪

問

訪

日

目

白

井

お

れ

は

川

町

{

か

ら

だ

喜

~

構

開

講

一

飛

び

つ

iの
は

あ

り

ま

せ

ん

一

幻

窓

会

著

者

昌

三

議

議

繁

一

…

察

官

苦

手

お

母

さ

ん

は

一

回

ま

か

2

2

、

第

一
同
ゆ
照
崎
健
一
ね
。
大
人
と
し
て
は
、
墓
古
の
至
急
て
に
さ
れ
れ
ば
と
中
村
さ
一
浅
索
機
議
家
主
…
入
れ
る
臣
、
赤
ち
ゃ
ん
の
素
い
と
い
う
具
合
に
ぎ
つ
を
何
聞
か

-

J
引

縛

勤

続

一

5

2

i

害

〉

け

一

ん

を

と

ば

を

続

け

た

。

一

滋

綴

野

whぎ
な

一

凶

器

つ

装

い

き

に

霊

短

か

に

わ

け

5

1

3

。

ベ

…

JM錨箱
一

2

5

2

量
っ
て
い
手

一
菜
、
直
二
十
一
日

(

土

)

官

一

号

ぶ

2
2〈切
D4iっ
ffピ
l
オ
イ
ル
は
2
5
た
憲

一
議
認
一
日
凶
器
祝
日
一

E
3品川一
♂
を
ゆ
一
…
話
普
段
別
言
語

↑

q

e
一
も
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
一

-tjードシ
ョ

li
f要
で

一
…
日
ゃ
、
ヵ
ぜ
な
号
第
三
十
七
い
。
戸
惑
ピ
ジ
ヨ
/
)

一
乙
の
こ
ど
映
画
館
を
企
包
囲
し
た
乙
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
2
5
1
ガ
ル
一

4
3
L
L
K郎日

一
日
i
:
t
i
-
-
t
i
t
i
-
-
i
i
i
i
t
E
t
i
-
-
1
1

-z，
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川
ミ
ラ
ノ
の
い
た
の
だ
が
、
乙
う
も
唐
使
に
貌
わ
ワ
イ
ン
タ
ー
計
闘
を
阻
止
し
、

〈日曜日〉

それと思わせぬ

洗練された作品
ーマタニティ・ドレスー

高
温
多
湿
の
か
ア

ユ
時
d

鶴
、
ω
一

五
月
士
百
、
土
咽
目
、
窪
行
者
天
『
め
ず
ら
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
パ
ッ
チ

国
で
に
ぎ
わ
う
銀
座
。
=
一
館
六
階
、
マ
一
ワ
I
ク
風
の
プ
リ
ン
ト
の
ク
ク
シ
カ
ル

タ
一一
テ
ィ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
「
判
ハ
ナ
一
な
テ
ィ
ア
l
ド
・
ド
レ
ス
。
そ
し
て
、

エ
モ
リ
・
エ
レ
ガ
ン
ス
・
デ
-
モ
ー
ド
一
健
康
的
な
る
小
l
チ
ィ
な
感
党
、
麻
混

・
サ
マ
!
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
シ
ョ
ー
が
一
の
紫
材
の
風
合
を
生
か
し
、
透
か
し
レ

催

さ

れ

た

。

一

1

ス

を

あ

し

ら

っ

た

生

成

D
の
ワ
ン
ピ

妊
娠
と
い
う
特
殊
体
形
歩
じ
た
女
性
一
1
ス
な
ど
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
こ
こ
一

二

桑

し
く
、
そ
し
て
、
宮
人
た
ち
が
一

L
一
文
第
集
中
し
そ
う
。

…

快
適
に
す
と
せ
る
よ
う
考
慮
し
た
初
夏
一
価
格
は
一
万
円
1
三
万
円
台
ま
で
、

十

官
、
盛
夏
に
か
け
て
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
五
れ
定
二
万
前
後
と
い
う
と
こ
ろ
。

嗣

ド
レ
ス
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
た
。
一
、
¥
刻
l
v
・

-r

主
に
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
一
左
手

J

草
心
に
し
た
タ
タ
ン
ワ
ェ
ア
官
、
一

%

7

h

/

高
級
感
党
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ワ
ェ
ア
ま
で
一

PJAV

，

お
化
粧
も
油
断
な
く
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プ
ー
を
し
て
み
$
F
U
ょ
う
。
気
分
転
換

に
も
な
っ
て
気
持
ち
が
よ
い
も
の
で

す。
さ
あ
、
ζ
れ
で
じ
め
じ
め
し
た
栂
雨

も
大
丈
夫
。
自
分
の
回
り
か
ら
工
夫
し

て
み
て
は
い
か
が
。
夏
は
、
も
う
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
(
資
料
提
供
・

資
比
嚢
広
報
室
)

旧
東
海
道
を
歩
く
会

二
十
七
日
午
前
十
時
、
恩
賜
箱
根
公

園
前
(
小
田
原
駅
か
b
箱
根
町
行
き
パ

ス
)
集
合
。
同
公
園
l
旧
東
海
道
l
早

雲
寺
の
約
十
J
四
時
間
。
植
物
、
鹿
史

の
鰐
師
付
き
。
参
加
無
斜
。
問
い
合
せ

は
箱
根
・
自
然
公
園
管
葱
事
務
所
ま
F

(
O四
六
O
|四
1
九
一
一
一
一
)

Q
口
紅
を
つ
け
な
お
し
た
り

食
事
を

k
hり
す
る
度
に
、
少
し

づ
っ
ロ
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
さ
つ
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みなさまに信頼されて400年。丹精こめ

た本醸造ですか弘いままでのキッコー

マンしょうゆの良きが生きています。

キッコーマン「マイルJ-.Jしょうゆは、

塩味をやわらげて、口当りがやわられ

まさに、つ11かげしようゆにピッタリで

す。「マイルトコファンがふえています。
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